
   

  

  

 

福岡ひびき信用金庫では、「ひびしん俳句大賞」を設け、広く皆様の俳句を募集しています。俳句は、 

日本の詩歌のひとつとして、日本人に愛され、受け継がれてきました。俳句に使われる季語は、四季折 

々の自然や風物に対する日本人の心ともいえます。その日本人の心を次世代に伝えていくのも、私たち 

の役目と思われます。あなたの一句を心よりお待ちしています。 

 

各  賞 

＜小学生・中学生・一般の部より＞ ひびしん俳句大賞 （１名） 賞状・賞品・記念品 

＜一般の部＞ ひびしん理事長賞 （５名）  賞状・賞品 

優秀賞      （５名）  賞品 

   ＜小学生の部＞ひびしん理事長賞（１０名）  賞状・賞品 

優秀賞     （２０名）  賞状・賞品 

＜中学生の部＞ひびしん理事長賞（１０名）  賞状・賞品 

    優秀賞     （２０名）  賞状・賞品 

選  考   大野  弘  北九州文化連盟会長 ※大野弘様のご逝去にあたり、そのご功績に敬意を表します。 

    福本 弘明  福岡県俳句協会会長 俳誌「天籟通信」代表   

    井倉  眞  福岡ひびき信用金庫 会長 

    一江 哲哉  福岡ひびき信用金庫 理事長  

森重  隆  福岡ひびき信用金庫 常務理事  

 

○ 応 募 対 象 小学生以上で当金庫営業エリア（福岡県・山口県・大分県）にお住まいの方、 

 またはお勤めの方。 

○ 応 募 条 件 ＜一般の部＞ 

季語（季節のことば）を含む句、一人２句以内とします。（投句料は無料です） 

＜小学生の部＞＜中学生の部＞ 

季語（季節のことば）を含む句、一人１句とします。（投句料は無料です） 

○ 応 募 方 法 ① 福岡ひびき信用金庫窓口に備え置きの投句用紙をご使用ください。 

 ② 投句用紙に作品、住所、氏名、年齢、連絡先を明記してください。 

 ③ 福岡ひびき信用金庫各支店の窓口に備付の投句箱に投入、または郵送にて 

 応募してください。郵送の際は、必要分の切手をお貼りください。 

○ 応 募 期 間 令和 ８年  ６月 ３０日（火）～ 令和 ８年 ９月 ７日（月）必着 

○ 受賞作品発表 令和 ８年 １１月 １８日（水）  

 当金庫本支店の店頭および当金庫ホームページに掲示します。 

〇 授 賞 式  令和 ８年 １１月 ２１日（土） 

         大賞・理事長賞の授賞式を黒崎ひびしんホールにて行う予定です。 

○ 応 募 宛 先  〒805-8520 北九州市八幡東区尾倉２－８－１ 

 福岡ひびき信用金庫 「ひびしん俳句大賞」事務局 

○ お問い合わせ先 福岡ひびき信用金庫「ひびしん俳句大賞」事務局６６１－２４１７（担当：三木） 

●応募に際しまして  応募作品はご応募者の自作であり未発表のものに限ります。また、他の俳句大会等との二重投句や著

しい類句は不可とします。 応募作品の一切の権利は福岡ひびき信用金庫に帰属します。応募作品はご返却致しません。  

●個人情報のお取扱いについて   応募者の個人情報は、厳重に管理し、応募者への連絡、受賞者への賞品発送のために

利用します。これらの目的の他に応募者の個人情報を利用することはありません。なお、受賞者の方には報道発表、受賞作

品発表用のホームページ、福岡ひびき信用金庫店内、ひびしん広報誌等にて氏名、市区町村を掲載させていただきますので、

あらかじめご承諾のうえ、ご応募ください。 
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